
 

 

 

令和 2年度 東京都内湾水生生物調査 8月鳥類調査 速報 
 
 

●実施状況 

令和 2 年 8 月 20 日に鳥類調査を実施した。天候は晴れで、気温 30.0～34.2℃、南の風、風速 1.0～

4.8m/sec であった。調査当日は大潮で、干潮が 11 時 58 分（8cm）、満潮は 18 時 24 分（204cm）であった

（気象庁のデータ）。各地点の概況を下表に示す。 

 

 お台場海浜公園 森ヶ崎の鼻 葛西人工渚(東なぎさ) 

作業時刻 8:31-9:30 12:20-13:00 10:17-11:12 

天候 晴 晴 晴 

気温(℃) 30.0 34.2 33.8 

風向 南 南 南 

風速（ｍ/sec） 1.0 4.8 2.0 

備考 波がやや高い。海浜公

園側には人が殆どいな

かった。 

採貝船一隻が干潟に停

泊。船に同乗していた子

供が干潟を歩いていた。 

アシハラガニが干潟に多数

進出。ヨシの生育範囲が先

月よりも拡大していた。 

  

●主な出現種等 

 お台場海浜公園 森ヶ崎の鼻 葛西人工渚(東なぎさ) 

数が多かった

鳥類上位 2 種 

カワウ(252 羽) ウミネコ(144 羽) カワウ(1057 羽) 

アオサギ(14 羽) カワウ(21 羽) ウミネコ(678 羽) 

備考 ・重要種として 4 種を確

認 (ダイサギ、キアシ

シギ、イソシギ、トビ)。 

・第六台場でカワウや

サギ類を確認したが、 

営巣は見られなかっ

た。 

・鳥の島の護岸でカワ

ウとアオサギが休息。 

・鳥の島とお台場海浜

公園の岩場でイソシ

ギが休息と採餌、鳥

の島でキアシシギが

休息。 

・重要種として 7種を確認

(ダイサギ、コサギ、ムナ

グロ、コチドリ、キアシシ

ギ、イソシギ、オオセグ

ロカモメ)。 

・干潟でカワウ、ユリカモ

メ、ウミネコが休息。 

・干潟でアオサギとダイ

サギ、コサギが採餌。 

・干潟でムナグロが休

息、キアシシギとコチド

リが採餌。 

・重要種として 9種を確認(ダ

イサギ、コサギ、ダイシャク

シギ、アオアシシギ、ソリハ

シシギ、イソシギ、オオセグ

ロカモメ、ミサゴ、トビ)。 

・汀線付近や干潟でカワウ、

ウミネコ、オオセグロカモメ

が休息。 

・汀線付近の浅瀬でサギ類

が採餌。 

・干潟でソリハシシギが採

餌、沖合の干潟でダイシャ

クシギが採餌。アオアシシ

ギとイソシギは鳴き声だけ

で姿は見られなかった。 

・海上の杭でミサゴが休息。

トビが干潟に降りて魚の死

体を食べていた。 



 

 
 

●出現種と個体数 
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＜お台場海浜公園＞ 

○調査地点の状況 

第六台場・鳥の島ではカワウ、サギ類の営巣は終了し

ていた。 

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（カワウ） 

第六台場、鳥の島いずれも繁殖活動は終了しており、使用中の巣は見ら

れなかった。第六台場の樹林や鳥の島の護岸で成鳥・幼鳥の群れが観

察された。 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（アオサギ、ダイサギ） 

第六台場と鳥の島でアオサギが見られ

た。サギ類の営巣は見られなかったが、

頭に幼綿羽を残したアオサギ幼鳥が複

数観察されており、第六台場で繁殖した

可能性がある。ダイサギは第六台場の

海岸で 1 羽が観察されたが、非常に衰

弱した様子であった。 

 

〇出現種（イソシギ、キアシシギ） 

イソシギは鳥の島で 10 羽、お台場海浜公園で 1 羽、合計

11 羽が確認され、すべて岩場で休息していた。キアシシギ

は鳥の島で 1 羽確認され、イソシギとともに岩場で休息して

いた。キアシシギとイソシギは東京都レッドリストで絶滅危

惧Ⅱ類（VU）に指定されている。  

鳥の島で休むカワウ 第六台場で見られたカワウ幼鳥 

アオサギ幼鳥 衰弱したダイサギ 

キアシシギ 

イソシギ 



 

 
 

＜森ヶ崎の鼻＞ 

〇調査地点の状況 

干潟が広く干出していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（ムナグロ、コチドリ、キアシシギ） 

干潟で 3 種のシギ・チドリ類が確認された。ムナグロは 2 羽が干潟で休息、コチドリは幼鳥 1 羽が干潟で採

餌、キアシシギは合計 6 羽が干潟で採餌していた。3 種とも東京都レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類（VU）に指定

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（ユリカモメ） 

本種は主に冬鳥として海岸や河川に渡来する

が、東京湾では夏期にも少数が見られる。今回

の調査では干潟で休息する 11 羽が確認され

た。ウミネコの群れとは少し離れ、同種だけで

集まっていた。 

 

〇干潟利用状況 

干潟ではカワウとウミネコの群れが休息。アオサギ、ダイサギ、コサギは干潟に広く分散して採餌していた。 

 

 

 

 

  

ムナグロ キアシシギ コチドリ 

ユリカモメの群れ（左端手前の 1 羽はウミネコ） 

ウミネコの群れ カワウ 



 

 
 

＜葛西人工渚＞ 

〇調査地点の状況 

干潟が干出し、沖合の三枚洲も干出していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（ソリハシシギ） 

干潟で 4種のシギ類が確認された。ソリハシシギはヨシ原に近い干

潟の陸側で採餌する 2 羽が確認された。本種は東京都レッドリスト

で絶滅危惧Ⅱ類（VU）に指定されている。他のシギ類は撮影できな

かったが、沖合の干潟で採餌するダイシャクシギ 2 羽、ヨシ原周辺

でアオアシシギ 1 羽とイソシギ 1 羽の鳴き声が確認された。ダイシ

ャクシギは東京都レッドリストで絶滅危惧ⅠA 類（CR）、アオアシシ

ギは準絶滅危惧（NT）に指定されている。 

 

〇出現種（トビ） 

干潟で魚の死体を採餌する 2 羽が確認されたほか、干潟

上空を飛ぶ個体も見られた。個体数は最大 5 羽を数えた。

本種は東京都レッドリストで準絶滅危惧（NT）に指定されて

いる。 

 

〇干潟利用状況 

干潟や汀線付近でカワウとウミネコ、オオセグロカモメが群れで休息していた。干潟や浅瀬でアオサギやダ

イサギ、コサギが採餌していた。カモ類はスズガモ 2 羽が干潟にいた他、カルガモ 10 羽が採餌していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西側の地点より南西方向を見る 

ソリハシシギ 

トビ 

干潟で休むウミネコの群れ 

カワウの群れとカモメ類（矢印） 

オオセグロカモメ ウミネコ 



 

 
 

＜その他＞ 

○ウミネコの繁殖 

 令和 2 年 7 月の調査で繁殖を確認した構造物上では、成鳥 7 羽と飛べるようになった幼鳥 1 羽が確認さ

れた。巣内雛は見られず、繁殖は終了していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜トピックス＞ 

― 移動途中の記録 ― 

 

ここに掲載した 3種は、調査地間の移動途中に確認された。いずれも稀な種ではなく、調査地に出現する可

能性は十分あるが、今回の調査では確認されなかった。ササゴイは東京都レッドリストで絶滅危惧ⅠA 類

（CR）、キョウジョシギは絶滅危惧Ⅱ類（VU）に指定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウミネコが営巣する構造物 

アジサシ  

葛西人工渚付近（西なぎさ）の灯浮標上 

ササゴイ  

森ヶ崎の鼻付近の水路 

キョウジョシギ  

ウミネコ営巣地の構造物上 

ウミネコ 成鳥 

ウミネコ 幼鳥 


